
化学工学会九州支部規則 

 

（名称） 

第１条 本支部は化学工学会九州支部という。 

 

（事務所） 

第２条 本支部は事務所を福岡市西区元岡７４４に置く。 

 

（会員） 

第３条 本支部は九州７県及び沖縄県に在住する化学工学会会員をもって組織する。 

 

（事業） 

第４条 本支部は次の事業を行う。 

 （１）学術集会 

 （２）講演会 

 （３）講習会 

 （４）交流会 

 （５）調査研究事業 

 （６）前各号に掲げるもののほか、本支部の目的を達成するために必要な事項 

 

（事業及び会計年度） 

第５条 事業及び会計年度は支部規程第６条および第７条による。 

 

（役員） 

第６条 本支部に次の支部役員を置く。 

 （１）支部長 １名 

 （２）副支部長 ３名以内 

 （３）支部庶務幹事 ２名 

 （４）支部企画幹事 １名 

 （５）支部会計幹事 １名 

 （６）支部幹事 ４５名程度 

 （７）支部監事 ２名 

 

（役員の選任） 

第７条 支部長の選任は支部規程第４条による。 

２  支部長以外の支部役員は会員中より支部長が委嘱する。 

  

 

（役員の任期） 

第８条  支部役員の任期は支部規程第５条による。 

 



（役員の職務） 

第９条 支部長は本支部を代表し、支部の会務を統括し、支部執行部会及び支部長が

招集した会議の議長となる。 

 ２ 副支部長は支部長を補佐し、支部長に事故ある時はこれを代理する。 

 ３ 支部庶務幹事、支部企画幹事及び支部会計幹事は支部の会務を処理する。 

 ４ 支部幹事は支部の重要事項を処理する。 

 ５ 支部監事は支部の会計を監査する。 

 

（支部幹事会の構成） 

第１０条 支部幹事会は支部長、副支部長、支部庶務幹事、支部企画幹事、支部会計幹

事、支部監事、懇話会会長及び支部幹事で構成し支部の会務を審議する。 

 

（支部執行部会の構成） 

第１１条 支部執行部会は、支部長、副支部長、支部庶務幹事、支部企画幹事及び支部

会計幹事で構成し、支部の重要事項を審議する。 

 

（委員会） 

第１２条 支部長は公益社団法人化学工学会定款第４条に規定する目的を達成するため

に、必要があるときは、支部幹事会の議決を経て委員会を設置し委員を委嘱

することができる。 

 

（経費） 

第１３条 本支部の経費は支部規程第８条による。 

 

（寄付） 

第１４条 本支部への寄付は支部執行部会の議決を経て受理する。 

 

（細則） 

第１５条 本支部規則の施行に必要な支部細則は支部幹事会の議決によって定める。 

 

（支部参与） 

第１６条 本支部に支部参与を置くことができる。支部参与は支部の会員中より，支部

運営に功労にあった者から、支部幹事会の議決を経て選出する。支部参与は

支部運営に関して、支部執行部会の要請に応じてその相談にあずかる。 

 

（支部顧問） 

第１７条 本支部に支部顧問を置くことができる。支部顧問は支部幹事会の議決を経て

選出する。支部顧問は支部の会議に出席して意見を述べることができる。 

（事務職員） 

第１８条 支部長は本支部の目的を達成するために、必要があるときは事務職員を置く

ことができる。 



 

（懇話会） 

第１９条 本支部に沖縄化学装置懇話会、南九州化学工学懇話会、東九州化学工学懇話

会、北九州化学工学懇話会、西九州化学工学懇話会を置く。 

 

（規則の改訂） 

第２０条 本規則の改訂は支部幹事会の議決によらなければならない。 

以上 

附則 

（昭和６２年 ５月 ８日制定） 

（平成 元年 ３月２５日改正） 

（平成 ３年 ６月２１日改正） 

（平成 ４年 ６月１８日改正） 

（平成 ４年１０月２３日改正） 

（平成 ５年 ２月 ５日改正） 

（平成 ７年 ２月 ３日改正） 

（平成１０年１０月 ９日改正） 

（平成２０年１０月１６日改正） 

（平成２２年１１月１８日改正） 

（平成２９年 ５月１７日改正） 

（令和 元年 ５月２１日改正） 


